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平成29年度　一般会計補正予算

定例議会
報告

平成29年

12月
2億382万3千円を追加!!

　平成29年12月定例議会が12月８日から14日までの７日間の会期で開催された。

　本定例会では、議員発議による条例の一部改正２件を含む平成29年度一般会計

補正予算など24議案を賛成多数で全て原案どおり承認可決された。

　今回の主な補正は、番城グラウンド造成費が目的不達成であったということで、

地域の元気臨時交付金返還金として、財政調整基金繰入金１億53万円、社会教育

施設災害復旧費1,012万円、道路橋梁費（工事請負費）1,260万円、熊本地震復興

基金積立金4,000万円などとなっている。

　また、和水町ふれあい会館天井改修工事調査特別委員会の報告が初日にあり、

11日と12日の一般質問では、11名が登壇し、行財政運営や教育問題についてなど

活発な議論が交わされた。

　最終日に追加提案された町長及び教育長の給与に関する条例の一部改正について

は、反対討論もあったが、賛成多数で可決された。
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議Ҋ൪߸ 議ɹɹɹɹҊɹɹɹɹ໊ ৹議ܾ࠾の݁Ռ

承認第６号 専決処分の承認について（平成29年度　和水町一般会計補正予算（第3号）） ঝɹೝ

承認第７号 専決処分の承認について（平成29年度　和水町下水道事業会計補正予算（第
3号）） ʏ

議案第41号 和水町平成28年熊本地震復興基金条例の制定について ҊՄܾݪ
議案第42号 和水町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正について ʏ
議案第43号 和水町税条例の一部改正について ʏ

議案第44号 和水町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例の一部改正について ʏ

議案第45号 和水町介護保険条例の一部改正について ʏ

議案第46号 和水町農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数に関する条例の
制定について ʏ

議案第47号 和水町報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について ʏ
議案第48号 平成29年度　和水町一般会計補正予算（第4号） ʏ
議案第49号 平成29年度　和水町国民健康保険事業会計補正予算（第3号） ʏ
議案第50号 平成29年度　和水町介護保険事業会計補正予算（第2号） ʏ
議案第51号 平成29年度　和水町簡易水道事業会計補正予算（第1号） ʏ
議案第52号 平成29年度　和水町特定地域生活排水処理事業会計補正予算（第2号） ʏ
議案第53号 平成29年度　和水町春富財産区特別会計補正予算（第1号） ʏ
議案第54号 財産の交換について ʏ
議案第55号 町道の路線認定について ʏ
議案第56号 指定管理者の指定について(和水町福祉センター) ʏ
議案第57号 指定管理者の指定について(菊水ロマン館) ʏ

議案第58号 指定管理者の指定について（和水町三加和温泉ふるさと交流センター及び和
水町緑彩館） ʏ

議案第59号 和水町長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正について ʏ

議Ҋ൪߸ 議ɹɹɹɹҊɹɹɹɹ໊ ৹議ܾ࠾の݁Ռ
発議第４号 和水町議会委員会条例の一部改正について ҊՄܾݪ
発議第５号 和水町議会議員の政治倫理に関する条例の一部改正について ʏ
発議第６号 道路事業予算の総額確保等に関する意見書の提出について ʏ

議һఏग़議ҊҰཡ

ड෇൪߸ ݅ɹɹɹɹɹɹɹ໊ ෇ୗҕһ会 ຊ会議ܾ࠾
平成27年
480号 合併特例債の適用期間の再延長を求めることについて（お願い） 総務文教

常任委員会 ଓ৹ࠪܧ

平成28年
312号 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める陳情書 厚生

常任委員会 ʏ

平成28年
313号

「介護保険制度の見直し」と「介護従事者の勤務環境改善及び処遇改善の
実現」を求める陳情書

厚生
常任委員会 ʏ

平成28年
314号 地域の実情に応じた医療提供体制の確保を求める陳情 厚生

常任委員会 ʏ

陳 情 等 の 審 査 結 果

ொ௕ఏग़議ҊҰཡ

12 月 議 会 議 審案 議
採 決 結 果



Nagomi vol.45 Nagomi vol.455 4

生
山　

敬
之

森　

潤
一
郎

蒲
池　

恭
一

豊
後　
　

力

荒
木　

政
士

松
村　

慶
次

小
山　
　

曉

庄
山　

忠
文

荒
木　

拓
馬

池
田
龍
之
介

杉
村　

幸
敏

笹
渕　

賢
吾

髙
巢　

泰
葊

杉
本　

和
彰

議案第46号 条例 和水町農業委員会の委員及び農地利用最適化
推進委員の定数に関する条例の制定について ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʓ ʵ ʓ ʓ ʓ ʓ ʷ ʓ ˞

議案第48号 予算 平成29年度　和水町一般会計補正予算（第４号）ʓ ʷ ʷ ʓ ʓ ʓ ʵ ʓ ʷ ʓ ʷ ʓ ʓ ˞

議案第59号 条例 和水町長等の給与及び旅費に関する条例の一
部改正について ʷ ʓ ʓ ʓ ʷ ʷ ʵ ʓ ʓ ʷ ʓ ʷ ʓ ˞

賛12月
定例会 否 一 覧 表

議һ໊

議ɹҊ

౼ɹ࿦ ٞҊୈ��߸ɹ൓ରɾ࡫ᔹٞһʗࢍ੒ɾו஑ٞһ
ٞҊୈ��߸ɹ൓ରɾו஑ٞһɾ৿ٞһʗࢍ੒ɾ๛ٞޙһ

※議長は可否同数または特別議決の時以外表決に参加しません。
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12
月
定
例
議
会
に
発
議
さ
れ
た
『
和

水
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
』
が
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
た
。

　

同
条
例
は
、
平
成
18
年
４
月
27
日
条

例
第
１
５
５
条
に
よ
り
公
布
の
日
か
ら

施
行
さ
れ
て
い
た
が
、
地
方
分
権
が
進

む
中
に
あ
っ
て
、
よ
り
高
い
政
治
倫
理

の
確
立
を
求
め
る
た
め
今
回
見
直
し
・

改
正
の
手
続
き
を
行
っ
た
。

　

今
回
改
正
の
主
な
も
の
は
、
政
治
倫

理
基
準
を
は
じ
め
、
税
等
の
納
付
証
明

書
提
出
を
義
務
づ
け
る
な
ど
町
民
全
体

の
代
表
者
と
し
て
の
品
位
や
名
誉
を
損

な
う
よ
う
な
一
切
の
行
為
を
慎
み
、
職

務
に
関
し
て
不
正
の
疑
惑
を
も
た
れ
な

い
よ
う
新
条
文
を
加
え
た
。

　

議
会
活
動
を
通
じ
て
、
議
員
に
特
に

求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、
政
治
倫
理
の

確
立
で
す
。
幕
末
の
有
名
な
儒
学
者
、

佐
藤
一
斉
が
著
書
『
言
志
後
録
』
で
指

導
者
の
心
境
を
読
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、

指
導
的
立
場
に
あ
る
者
、
公
平
と
正
義

を
守
り
、
清
廉
潔
白
で
他
人
を
尊
敬
し
、

良
心
的
で
あ
れ
…
と
論
し
て
い
ま
す
。

議
員
に
と
っ
て
は
、
守
る
べ
き
貴
重
な

教
訓
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
期
待
さ
れ
る
議
員
像
を
全
議

員
が
自
覚
し
な
が
ら
議
会
活
動
に
取
り

組
み
ま
す
。

調
査
事
件

　

平
成
28
年
度
施
工
の
和
水
町
ふ

れ
あ
い
会
館
天
井
改
修
工
事
の
問

題
点
に
つ
い
て
。

調
査
概
要

　

こ
の
工
事
は
、
行
政
と
し
て
議
会

に
何
の
報
告
も
無
し
に
工
事
内
容

の
変
更
を
行
っ
た
こ
と
が
問
題
で

あ
り
、
な
ぜ
設
計
変
更
に
至
っ
た
か
、

そ
の
解
明
の
た
め
当
事
者
で
あ
る

請
負
業
者
、
設
計
業
者
、
担
当
課
長
、

担
当
係
長
兼
担
当
者
、
元
担
当
職
員

へ
の
参
考
人
等
意
見
聴
取
に
重
点

を
置
い
た
調
査
を
行
っ
た
。

問
題
点

①
予
算
確
保
時
の
提
案
理
由
で
の

説
明
内
容
で
は
、
熊
本
地
震
に
よ
る

天
井
崩
落
改
修
工
事
と
の
説
明
で

あ
っ
た
が
、
設
計
変
更
に
よ
り
説
明

と
は
懸
け
離
れ
た
工
事
内
容
で
あ

っ
た
こ
と
。

②
町
担
当
者
が
工
事
途
中
で
変
わ

っ
た
こ
と
。
そ
の
後
任
者
が
こ
の

よ
う
な
業
務
経
験
が
な
か
っ
た
こ
と
。

調
査
日
時

平
成
29
年
9
月
25
日
～
11
月
22
日

ま
で
の
期
間
に
計
6
回
行
っ
た
。

町
へ
の
指
摘
事
項

①
設
計
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
設

計
図
書
に
つ
い
て
不
備
や
疑
問
を

確
認
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
建
築

に
精
通
す
る
者
が
い
な
か
っ
た
と

言
え
る
。
町
長
は
再
任
用
職
員
の

人
事
に
つ
い
て
は
最
大
限
の
配
慮

を
払
う
べ
き
で
あ
っ
た
。

②
工
事
前
の
し
っ
か
り
と
し
た
調

査
の
上
に
工
事
委
託
概
要
書
が
出

来
て
い
れ
ば
、
着
工
後
に
協
議
書
や

設
計
変
更
が
出
る
こ
と
は
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

③
施
工
業
者
か
ら
の
書
類
の
点
検

の
徹
底
、
並
び
に
施
工
検
査
の
厳
格

化
が
必
要
で
あ
る
。

④
議
会
へ
の
報
告
、
相
談
は
綿
密
に

行
う
こ
と
。

設
計
業
者
へ
の
指
摘
事
項

①
目
的
を
逸
脱
す
る
よ
う
な
設
計

変
更
に
応
じ
る
べ
き
で
は
な
い
。

ま
と
め

　

発
注
す
る
側
の
関
係
者
の
意
思
が

一
致
し
て
い
な
い
。
吊
具
材
の
補
強
、落

下
防
止
工
事
も
行
わ
れ
て
い
る
が
そ

れ
が
耐
震
上
効
果
が
あ
る
か
不
明
で

あ
る
。こ
の
よ
う
な
事
案
の
再
発
防
止

を
執
行
部
に
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

議
員
の『
政
治
倫
理

条
例
』見
直
し

和
水
町
ふ
れ
あ
い
会
館
天
井
改
修
工
事

調
査
特
別
委
員
会
報
告

議
会
ӡ
Ӧ
委
員
௕
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平
成
29
年
度
和
水
町
議
会
議
員
視
察
研
修

を
10
月
25
日
か
ら
27
日
ま
で
の
２
泊
３
日
の

日
程
で
、
四
国
地
方
創
生
の
先
進
地
で
あ
る

高
知
県
高
知
市
『
土
佐
山
学
舎
』
の
小
中
一

貫
教
育
と
徳
島
県
那
賀
町
の
『
日
本
一
ド
ロ

ー
ン
が
飛
ぶ
町
』
の
２
カ
所
を
視
察
し
て
き

ま
し
た
。

　

初
日
に
訪
問
し
た
高
知
市
土
佐
山
は
、
人

口
９
７
３
人
、
世
帯
数
４
３
７
世
帯
の
中
山

間
地
域
に
あ
り
、
児
童
・
生
徒
数
１
４
１
名

の
義
務
教
育
学
校
『
土
佐
山
学
舎
』

を
中
心
と
し
た
地
域
づ
く
り
モ
デ

ル
を
教
育
分
野
か
ら
提
案
す
る
も

の
と
し
て
、
他
の
小
中
学
校
に
は
見

ら
れ
な
い
魅
力
的
か
つ
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
に
満
ち
溢
れ
た
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
施
設
一

体
型
の
小
中
一
貫
教
育
が
も
つ
メ

リ
ッ
ト
に
加
え
、
土
佐
山
の
豊
か
な

自
然
環
境
や
地
域
の
教
育
力
を
存

分
に
生
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
９
年

間
の
系
統
性
を
も
っ
て
、
子
ど
も
た

ち
の
夢
と
高
い
志
し
を
育
む
土
佐

山
独
自
の
教
育
手
法
の
確
立
が
顕

著
に
見
ら
れ
、
英
語
を
中
心
と
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
自

己
表
現
を
育
成
す
る
た
め
の
英
語
力
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
と
り
く
み
な
ど
、
レ
ベ
ル
の
高

さ
に
感
心
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
教
室
に
は
、

電
子
黒
板
が
設
置
さ
れ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端

末
も
導
入
さ
れ
て
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時

代
を
生
き
る
た
め
に
必
要
な
資
質
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
上
で
も
、
効
果
的
な
施
設
整
備
が

目
を
引
き
ま
し
た
。
平
成
13
年
度
か
ら
通
学

区
域
外
か
ら
の
児
童
・
生
徒
の
受
け
入
れ
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
当
初
の
児
童
・
生

徒
数
57
名
か
ら
現
在
で
は
、
１
４
１
名
と

年
々
増
加
。
充
実
し
た
学
び
の
町
づ
く
り
が

実
践
さ
れ
て
お
り
『
土
佐
山
小
中
一
貫
教
育

校
』
と
い
う
考
え
方
が
、
地
域
振
興
の
原
点

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
日
目
の
視
察
研
修
先
は
、
徳
島
県
南
部

に
位
置
す
る
人
口
８
千
９
７
２
人
、
面
積
が

６
９
４
・
86
㎢
の
広
大
な
面
積
を
有
し
、
町

の
９
割
以
上
が
山
林
で
占
め
る
。
中
山
間
地

域
で
、
高
齢
化
率
46
・
１
％
で
、
基
幹
産
業
の

農
林
業
の
高
齢
化
が
進
み
、
産
業
の
衰
退
と

と
も
に
交
通
手
段
を
も
た
な
い
高
齢
者
が
増

え
て
お
り
、
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
２
０
１
５
年
に
徳
島
版
『
地
方
創
生

特
区
』
の
第
一
次
指
定
を
受
け
『
日
本
一
ド

ロ
ー
ン
が
飛
ぶ
町
！
』
を
合
い
言
葉
に
、
安

全
で
安
心
な
ド
ロ
ー
ン
の
利
活
用
に
よ
る
ま

ち
お
こ
し
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
空
の
産
業

革
命
と
言
わ
れ
る
ド
ロ
ー
ン
ビ
ジ
ネ
ス
の
急

成
長
が
見
込
ま
れ
る
な
か
で
、
那
賀
町
で
は

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
各
種
産
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
現
在
町
で
は
、
小
型
無
人
機

の
台
数
は
20
台
備
え
て
お
り
、
町
民
を
対
象

に
し
た
ド
ロ
ー
ン
の
初
級
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

講
習
会
や
林
業
実
証
実
験
な
ど
国
土
交
通
省

主
催
の
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
輸
送
実
証
実

験
な
ど
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
は
鳥

獣
被
害
へ
の
対
応
等
地
域
課
題
の
解
決
に
向

け
た
実
証
実
験
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
更

に
は
、
交
通
手
段
を
も
た
な
い
買
物
難
民
対

策
や
自
然
災
害
等
の
課
題
を
一
刻
も
早
く
克

服
す
る
た
め
の
実
証
実
験
も
行
わ
れ
て
お
り
、

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
日
間
の
研
修
で
感
じ
た
こ
と
は
、
い
づ

こ
も
『
人
口
減
少
』
と
い
う
か
つ
て
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
知
恵
を
出
し
、
一
生
懸
命
ま
ち
お

こ
し
に
取
り
組
み
な
が
ら
地
方
衰
退
へ
の
歯

止
め
対
策
に
必
死
に
な
っ
て
い
る
様
子
を
垣

間
見
る
視
察
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

࿨
ਫ
ொ
議
会
ӡ
Ӧ
委
員
௕
　
খ
　
ࢁ
　
　
ᐁ

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
満
ち
溢
れ
た『
地
方
創
生
特
区
』

࿨
ਫ
ொ
議
会
議
員
ࢹ
࡯
ݚ
म
Ϩ
ϙ
ồ
τ
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໰
人
口
減
少
、
い
ま
だ
毎
年
１
７
０

人
以
上
の
減
少
が
続
い
て
い
る
、
こ
の

現
状
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。

౴
（
町
長
）
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

働
く
環
境
の
整
備
、
住
宅
の
環
境
整
備
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る

環
境
の
整
備
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

総
合
戦
略
に
掲
げ
た
事
業
を
着
実
に
実

行
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

໰
現
在
の
定
住
促
進
策
「
固
定
資
産

税
の
減
免
」「
定
住
促
進
奨
励
金
」「
出

生
祝
金
」「
医
療
費
の
無
料
化
」
な
ど

支
援
は
充
実
し
て
い
る
。
足
り
な
い
の

は
住
宅
だ
と
思
う
が
い
か
が
か
。

౴
（
町
長
）
低
所
得
者
用
の
公
営
住

宅
の
必
要
性
は
感
じ
る
。
次
年
度
に
お

い
て
、
住
宅
対
策
に
つ
い
て
、
本
格
的

に
対
応
で
き
る
よ
う
し
っ
か
り
進
め
て

ま
い
り
た
い
。

໰
空
家
バ
ン
ク
斡
旋
等
の
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）
平
成

25
年
か
ら
空
家
バ
ン
ク
制
度
を
構
築
し

取
り
組
ん
で
い
る
。
12
月
１
日
現
在
成

約
さ
れ
た
方
が
、
19
件
、
47
名
が
転
入

さ
れ
て
い
る
。

໰
平
成
��
年
に
宅
地
分
譲
用
地
の
購

入
も
あ
っ
て
い
た
と
思
う
が
、
現
在
の

進
捗
状
況
は
。

౴
（
町
長
）
き
く
す
い
の
里
の
裏
用

地
に
つ
い
て
は
、
ご
指
摘
の
と
お
り
ボ

ー
リ
ン
グ
調
査
も
終
わ
っ
て
い
る
。
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
で
あ
る
。

新
し
い
事
業
と
し
て
、
鋭
意
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
。

໰
町
が
管
理
す
る
財
産
の
統
合
、
廃

止
等
仕
分
け
は
進
ん
で
い
る
か
。

౴
（
町
長
）
平
成
30
年
度
に
作
成
の

予
定
。

໰
農
業
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
は
。

౴
（
町
長
）
廃
止
の
方
向
で
進
め
る
。

໰
現
在
の
��
行
政
区
の
再
編
が
必
要

と
思
う
が
。

౴
（
町
長
）
現
在
、
区
長
会
の
方
で

進
め
て
も
ら
っ
て
い
る
。

໰
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
に
つ

い
て
の
陳
情
書
が
議
会
で
採
択
さ
れ
た

が
そ
の
後
町
の
対
応
が
な
い
。
地
震
へ

の
対
応
な
ど
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
住

民
へ
の
支
援
や
建
築
業
者
の
仕
事
起
こ

し
と
し
て
実
施
す
べ
き
だ
。

౴
（
町
長
）
陳
情
書
は
平
成
26
年
６

月
、
熊
本
建
築
労
組
城
北
支
部
か
ら
提

出
さ
れ
て
い
る
が
、
制
度
化
に
至
っ
て

い
な
い
。

໰
長
洲
町
は
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

を
実
施
し
リ
フ
ォ
ー
ム
の
工
事
事
業
の

��
％
補
助
、
��
万
円
ま
で
の
制
限
が
あ

り
、
３
月
議
会
で
３
０
０
万
円
の
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
費
予
算
、
さ
ら
に
９

月
議
会
で
�
０
０
万
円
追
加
し
合
計
５

０
０
万
円
の
予
算
で
実
施
し
て
い
る
。

南
関
町
は
工
事
費
の
��
％
、
上
限
が
��

万
円
、
経
済
効
果
は
��
数
倍
以
上
、
他

の
業
種
の
仕
事
お
こ
し
に
も
な
っ
て
い
る
。

本
町
も
実
施
を
。

౴
（
建
設
課
長
）
長
洲
町
、
南
関
町
、

玉
名
市
が
実
施
し
て
い
る
。
こ
う
い
う

先
駆
け
て
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
話
を
聞

い
て
本
町
に
合
っ
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

制
度
を
今
後
検
討
し
対
応
し
て
い
き
た
い
。

໰
小
中
学
校
の
新
入
学
時
の
就
学
援

助
金
・
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
は

４
月
に
保
護
者
か
ら
申
請
書
が
出
さ
れ

９
月
に
支
給
し
て
い
る
。
熊
本
県
内
市

町
村
で
は
�
月
に
支
給
し
入
学
準
備
を

す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
る
。
和
水
町

も
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
３
月
に

支
給
を
。

౴
（
教
育
長
） 

学
校
教
育
法
第
19
条

で
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
と
認

め
ら
れ
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に
対

し
て
市
町
村
は
必
要
な
援
助
を
与
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
り
教
育
委
員
会

が
認
め
る
も
の
。
新
入
生
援
助
の
分
だ

け
他
市
町
の
意
向
を
参
考
に
し
な
が
ら

前
向
き
に
し
て
い
き
た
い
。

໰
内
田
行
政
区
内
で
大
規
模
的
が
け

崩
れ
工
事
、
こ
の
事
業
費
は
幾
ら
か
、

国
・
県
の
補
助
金
額
、
町
の
持
ち
出
し

金
額
、
受
益
者
負
担
額
は
幾
ら
か
。

౴
（
建
設
課
長
）
総
事
業
費
３
千
７

２
９
万
３
千
円
（
設
計
業
務
委
託
費
５

６
７
万
６
千
円
、
地
質
調
査
費
２
５
８

万
円
、
対
策
工
事
費
２
千
９
０
３
万
７

千
円
）
で
、
国
が
２
分
の
１ 

、
県
が
４

分
の
１
、
町
が
４
分
の
１ 

、
地
元
負
担

が
10
％
と
な
っ
て
い
る
。

໰
和
水
町
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

分
担
金
徴
収
条
例
第
３
条
か
ら
す
る
と
、

町
が
徴
収
す
る
分
担
金
は
、
こ
の
事
業

費
か
ら
国
・
県
の
補
助
額
を
差
し
引
い

た
額
、
そ
の
事
業
費
の
��
分
の
１
で
は

な
い
か
、
こ
の
条
文
は
。
そ
こ
の
処
を

も
う
１
度
、
執
行
部
側
で
考
え
て
ほ
し
い
。

　

住
民
の
方
々
と
か
、
行
政
区
の
方
か

ら
相
談
が
あ
る
の
は
、
考
え
に
考
え
た

挙
句
、
最
後
の
最
後
、
頼
り
と
し
て
来

ら
れ
る
訳
で
、
弱
者
に
寄
り
添
っ
て
す

る
の
が
、
行
政
の
大
き
な
使
命
で
は
な

い
か
。
前
例
、
慣
例
が
な
い
、
そ
れ
は

逃
げ
の
一
手
。
事
例
を
作
れ
ば
前
例
と

な
り
、
そ
れ
を
行
う
事
が
慣
例
と
な
り
、

無
理
難
題
な
相
談
だ
と
し
て
も
、
解
決

策
を
見
い
出
す
様
に
汗
を
か
く
の
が
行

政
マ
ン
の
姿
で
は
と
認
識
を
し
て
い
る
。

໰
約
９
カ
月
を
経
て
、
ふ
れ
あ
い
会

館
を
開
館
し
た
町
長
の
心
境
、
検
証
及

び
再
発
防
止
対
策
に
つ
い
て
検
討
を
さ

れ
た
と
思
う
が
。

౴
（
町
長
）
最
終
管
理
者
と
し
て
、

非
常
に
申
し
訳
な
い
。
議
会
に
対
し
、

協
議
、
報
告
を
怠
っ
た
こ
と
が
、
一
番

大
き
な
原
因
。
設
計
内
容
、
変
更
内
容

を
検
討
す
る
場
を
設
置
し
た
い
。

ཁ๬
設
計
変
更
の
内
訳
、
適
正
価
格
、

計
上
に
疑
念
あ
り
、
利
益
供
用
と

の
複
数
意
見
あ
り
、
こ
の
問
題
は
奥
が

深
い
。
専
門
家
を
入
れ
た
第
三
者
、
外

部
監
査
委
員
を
招
へ
い
し
徹
底
検
証
、

問
題
の
解
決
を
し
、
再
発
防
止
対
策
を

講
じ
て
も
ら
い
た
い
。
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ズバリ！聞きます 一般質問

12月定例会では11名の議員が一般質問を行いました。主な質問事項をご紹介します。

ズバリ！聞きます　一般質問
஑ాɹཾ೭հ議һ
⿠ࡒߦ੓ͷऔΓ૊Έʹͭいて
⿠;Ε͋いձؗʹͭいて

ঙࢁɹ஧จ議һ
⿠࿨ਫொͷࡒ੓ʹͭいて

৿ɹ५Ұ࿠議һ
⿠࿨ਫொͷொͮ Γ͘ʹͭいて
⿠ަ࣌ྟؾݩ෇ۚݿࠃฦೲʹͭ
いて

議һ࢜໦ɹ੓ߥ
⿠ਓݮޱগରࡦͱఆॅଅਐʹͭいて
⿠ࡒߦ੓վֵʹͭいて

Ұ議һګ஑ɹו
⿠;Ε͋いձؗఱҪվमࣄ޻ʹ
ͭいて
⿠ߦ੓ӡӦʹͭいて

໦ɹ୓അ議һߥ
⿠;Δ͞ͱೲ੫ʹͭいて
⿠ௗ्ඃ֐๷ࢭରࡦʹͭいて
⿠݈૿߁ਐͱεϙʔπৼڵʹͭいて

খࢁɹᐁ議һ
⿠ڭҭ໰୊ʹͭいて

議һޗݡᔹɹ࡫
⿠೶ۀৼڵʹͭいて
⿠෱ࢱͷॆ࣮ɺ݈૿߁ਐʹͭいて
⿠ࢠҭてࢧԉʹͭいて
⿠ॅ୐ϦϑΥʔϜʹͭいて

ੜࢁɹܟ೭議һ
⿠ఆॅଅਐࡦʹͭいて
⿠໦ҭʹͭいて
⿠ٱҪݪ஍۠पลͷѱष໰୊ʹ
ͭいて
⿠ޫ؍ৼࡦڵʹͭいて

∁㐲ɹହ㜯議һ
⿠ࡒ੓ʹͭいて
⿠٠ਫ஍۠খɾதֶߍ౷ഇ合ࣄ
いてͭʹۀ
⿠生ڥ؀׆੔උʹͭいて

দଜɹ࣍ܚ議һ
⿠ொ௕ͷ੓࣏࢟੎ʹͭいて
⿠٠ਫ஍Ҭͷখֶߍ౷合ʹͭいて
⿠͓Ͱ͔͚ަ௨ʹͭいて

人
口
減
少
対
策
、

足
り
な
い
の
は

住
宅
だ
と
思
う
が
！

住
民
へ
の
支
援
や
建
築
業
者
の

仕
事
起
こ
し
、

経
済
活
性
化
の
た
め
に

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
実
現
を

『
ふ
れ
あ
い
会
館
天
井
改
修
工
事
』

の
問
題
解
決
、

外
部
監
査
招
へ
い
も
視
野
に

徹
底
調
査
、検
証
が
必
要

議һޗݡᔹɹ࡫ ஑ాཾ೭հ議һ

議һ࢜໦ɹ੓ߥ



໰
町
内
に
暮
ら
す
二
世
帯
・
三
世
帯

住
宅
へ
の
支
援
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

౴
（
町
長
）
地
方
創
生
交
付
金
の
対

象
と
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
他
の
制
度

の
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

໰
子
育
て
支
援
策
の
一
つ
と
し
て
不

妊
治
療
へ
の
補
助
を
検
討
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
な
方
向
性
は
決

ま
っ
て
い
る
か
。

౴
（
町
長
）
住
民
の
相
談
状
況
や
県

内
の
取
り
組
み
状
況
を
踏
ま
え
、
具
現

化
に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

໰
保
育
料
の
補
助
を
第
２
子
以
降
か

ら
適
用
す
れ
ば
予
算
も
抑
え
つ
つ
、
少

子
化
対
策
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、

町
と
し
て
の
方
針
に
変
わ
り
は
な
い
か
。

౴
（
町
長
）
国
の
動
向
を
踏
ま
え
、

今
後
は
検
討
し
て
い
く
。

໰
「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
」
を
し

て
い
る
自
治
体
は
、
県
内
で
は
小
国
町
、

五
木
村
、
津
奈
木
町
、
水
俣
市
の
４
カ

所
で
“
誕
生
祝
い
品
”
と
し
て
、
地
元

の
木
工
職
人
が
地
域
材
で
制
作
し
た

“
木
の
お
も
ち
ゃ
”
を
赤
ち
ゃ
ん
に
贈

る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。
全
国

的
に
も
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
「
ウ
ッ

ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
」
を
和
水
町
も
行
っ

て
み
て
は
ど
う
か
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）
関
連
課
と
検

討
を
し
た
い
。

໰
町
の
観
光
促
進
に
係
る
備
品
や
消

耗
品
等
の
購
入
は
、
可
能
な
限
り
、
町

内
で
の
発
注
や
委
託
等
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。
町
と
し
て

「
地
域
振
興
」
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

౴
（
町
長
）
地
域
の
業
者
さ
ん
の
繁

栄
と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

競
争
原
理
の
範
囲
の
中
で
、
し
っ
か
り

対
応
し
て
い
き
た
い
。

［
そ
の
他
の
質
問
］

◦
久
井
原
地
区
周
辺
の
悪
臭
問
題
に
つ

い
て

໰
菊
水
地
区
の
中
央
小
学
校
及
び
菊

水
中
学
校
の
改
修
委
託
設
計
は
で
き
て

い
る
か
、
ま
た
、
中
央
小
、
菊
水
中
体

育
館
、
校
舎
の
耐
震
工
事
代
及
び
中
央

小
学
校
の
用
地
代
の
総
額
は
い
く
ら
に

な
っ
た
か
。

౴
（
学
校
統
合
推
進
室
長
）
菊
水
中

央
小
学
校
改
修
計
画
は
周
辺
敷
地
の
造

成
設
計
、
不
足
す
る
校
舎
の
増
築
設
計
、

既
存
校
舎
の
改
修
設
計
、
プ
ー
ル
の
新

築
設
計
４
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
菊
水

中
の
改
修
計
画
に
つ
い
て
は
校
舎
の
屋

上
防
水
、
内
装
、
外
装
等
大
規
模
設
計
、

プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
改
修
設
計
を
行
う
。

工
事
費
の
算
定
や
工
事
の
発
注
計
画
は

最
終
調
整
中
。
耐
震
改
修
事
業
は
中
央

小
で
１
千
１
３
７
万
２
千
円
、
菊
水
中
で

１
億
１
千
４
５
２
万
８
千
円
、
中
央
小

用
地
代
１
千
３
８
４
万
９
千
円
、
合
計

１
億
２
千
８
３
７
万
７
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

໰
き
く
す
い
荘
の
建
替
え
が
諮
問
さ

れ
て
い
る
が
今
後
の
対
応
と
建
替
え
た

場
合
の
費
用
は
ど
う
な
る
か
。

౴
（
町
長
）
検
討
委
員
会
に
お
い
て

現
施
設
を
耐
震
補
強
と
内
部
間
仕
切
り

を
行
う
改
修
案
、
ま
た
、
新
築
案
の
２

つ
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
改
修
工
事
で

10
億
円
。
た
だ
し
管
理
棟
、
給
食
棟
は

含
ま
れ
て
い
な
い
。
新
築
で
は
22
億
１

千
82
万
４
千
円
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

の
問
題
と
し
て
き
く
す
い
荘
の
新
築
な

の
か
改
修
に
す
る
の
か
、
ま
た
、
民
間
へ

と
い
う
考
え
方
も
成
り
立
つ
と
思
う
が
、

し
っ
か
り
検
討
し
て
い
き
た
い
。

໰
番
城
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
林
地
開
発

の
土
地
用
途
変
更
の
予
算
は
あ
っ
た
が

今
年
度
中
に
変
更
手
続
き
は
で
き
る
か
。

౴
（
社
会
教
育
課
長
）
現
在
用
途
変

更
に
伴
な
う
図
面
等
を
測
量
会
社
に
委

託
し
期
限
内
に
完
了
す
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
る
。
設
計
委
託
、
図
面
等
の
作

成
に
あ
た
っ
て
は
町
長
、
総
務
課
、
建

設
課
、
教
育
長
、
学
校
教
育
課
、
社
会

教
育
課
及
び
測
量
・
設
計
会
社
等
と
調

整
を
し
４
０
０ｍ
ト
ラ
ッ
ク
の
配
置
排
水

計
画
を
し
た
所
で
あ
る
。
排
水
に
つ
い

て
は
災
害
が
お
き
な
い
よ
う
考
え
て
事

業
を
進
め
て
い
く
。

໰
「
ふ
れ
あ
い
会
館
天
井
改
修
工
事

調
査
特
別
委
員
会
」
の
調
査
報
告
が
行

わ
れ
た
が
。

౴
（
町
長
）
問
題
点
は
、
職
員
の
配

置
を
含
め
、
事
業
の
進
捗
管
理
が
充
分

で
な
か
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
重
大
な
設

計
変
更
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議
会
へ
の

報
告
を
怠
っ
た
こ
と
が
、
一
番
大
き
な

問
題
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
り
、
工
事

の
責
任
者
と
し
て
、
深
刻
に
反
省
し
て

い
る
。

౴
（
教
育
長
）
業
務
を
行
う
上
で
、

私
自
身
が
決
裁
を
し
指
示
し
た
。
設
計

変
更
等
こ
う
い
う
重
大
な
件
に
な
っ
た

場
合
、
具
体
的
な
検
証
・
協
議
の
場
を

き
ち
ん
と
設
け
な
か
っ
た
。

໰
調
査
報
告
の
中
で
、「
��
月
定
例

会
に
お
い
て
、
自
主
的
に
そ
れ
な
り
の

責
任
を
取
ら
れ
る
べ
き
」
と
あ
る
が
、

そ
の
責
任
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
取
ら

れ
る
の
か
。

౴
（
町
長
）
追
加
提
案
に
て
考
え
て

い
る
。

౴
（
教
育
長
）
責
任
を
取
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
、
認
識
し
て
い
る
。

໰
「
元
気
臨
時
交
付
金
」
１
億
��
万

６
千
円
が
会
計
検
査
院
の
指
摘
に
よ
り
、

返
還
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
。

౴
（
町
長
）
平
成
25
年
度
に
実
施
し

た
菊
水
区
域
学
校
敷
地
造
成
事
業
に
つ

い
て
、
総
務
省
か
ら
交
付
を
受
け
た
「
元

気
臨
時
交
付
金
」
１
億
53
万
６
千
円
に

つ
い
て
、
目
的
不
達
成
に
よ
る
不
当
交

付
金
と
し
て
、
会
計
検
査
院
か
ら
国
会

報
告
が
11
月
８
日
に
な
さ
れ
、
町
と
し
て
、

国
会
報
告
を
重
く
受
け
止
め
、
返
還
す

る
予
算
を
本
定
例
会
に
上
程
し
て
い
る
。

財
源
は
、
財
政
調
整
基
金
（
町
の
積
立

金
）
の
取
り
崩
し
を
考
え
て
い
る
。

໰
��
年
後
の
和
水
町
の
町
と
し
て
の

姿
や
機
能
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
想
定

し
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
つ
も
り
か

以
下
に
つ
い
て
聞
く
。
人
口
動
態
、
歳

入
・
歳
出
、
消
防
団
を
含
め
た
防
災
・

防
犯
体
制
、
行
政
区
の
あ
り
方
、
農
地

や
山
林
の
生
産
力
と
維
持
体
制
、
町
民

の
住
環
境
、
住
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
。

౴
（
町
長
）
平
成
30
年
度
か
ら
平
成

37
年
度
ま
で
の
８
年
間
計
画
で
第
二
次

和
水
町
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
を
策
定
。

基
本
的
な
目
標
と
し
て
は
安
心
・
安
全

な
暮
ら
し
づ
く
り
、
定
住
促
進
と
町
の

魅
力
づ
く
り
、
農
業
・
商
業
を
は
じ
め

と
し
た
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
創
出
、

学
校
教
育
・
生
涯
学
習
な
ど
人
材
育
成
、

生
活
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
の
基
盤
の

整
備
を
柱
と
し
た
策
定
作
業
を
行
っ
て

い
る
。
歳
入
・
歳
出
に
つ
い
て
10
年
後

の
歳
入
予
算
規
模
は
56
億
円
程
度
の
見

込
み
、
歳
出
に
つ
い
て
は
現
状
の
見
込

額
で
推
移
し
た
場
合
67
億
円
程
度
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
不
足
額
と
し
て

年
間
10
億
円
程
度
の
赤
字
と
な
る
。
今

後
歳
入
の
大
幅
増
は
見
込
め
な
い
こ
と

か
ら
事
業
の
見
直
し
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
か
な
い
と
財
政
調
整
基
金
約
32
億

円
も
10
年
後
に
は
使
い
果
た
す
状
況
に

な
り
か
ね
な
い
。

　

消
防
団
を
含
め
た
防
災
・
防
犯
体
制

に
つ
い
て
は
消
防
団
員
数
も
減
少
の
傾

向
に
あ
り
10
年
後
に
は
現
在
数
か
ら
70

名
程
度
減
少
の
見
込
み
。
災
害
の
多
様

化
に
よ
り
災
害
対
応
を
消
防
団
だ
け
で

対
応
し
き
れ
な
く
な
り
地
域
の
自
主
防

災
組
織
が
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
く

こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、

自
主
防
災
組
織
の
育
成
が
不
可
欠
と
な

っ
て
く
る
と
思
う
。
ま
た
、
防
犯
に
つ
い

て
は
防
犯
灯
の
設
置
や
地
域
住
民
に
よ

る
見
守
り
を
行
っ
て
い
る
が
、
犯
罪
の

多
様
化
に
対
処
す
る
た
め
に
は
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
を
見
据
え
る
必
要
が
あ
る
。
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二
世
帯
・
三
世
帯
住
宅
へ
の

支
援
策
は

和
水
町
の
財
政

ど
う
な
っ
て
い
く
か

「
元
気
臨
時
交
付
金
」

１
億
��
万
６
千
円
返
還
��

��
年
後
の
ま
ち
づ
く
り
は
？
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໰
ふ
る
さ
と
納
税
額
が
自
治
体
に
お

い
て
は
数
億
円
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。

返
礼
品
を
試
算
す
る
と
、
そ
れ
以
上
の

経
済
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
現
状
が

あ
る
。
我
が
町
の
現
状
と
ふ
る
さ
と
納

税
に
対
す
る
方
向
性
と
考
え
は
。

౴
（
町
長
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

等
を
活
用
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
多
く
の

皆
様
に
応
援
を
い
た
だ
く
よ
う
制
度
を

改
良
し
、
返
礼
品
を
充
実
さ
せ
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

໰
今
の
と
こ
ろ
４
０
７
万
円
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
低
い
と
考

え
る
。
人
口
減
少
、
税
金
は
減
少
、
財

政
は
厳
し
く
な
る
。
将
来
に
向
け
た
財

政
強
化
の
部
分
で
何
か
考
え
を
持
っ
て

い
る
か
。

౴
（
総
務
課
長
）
企
業
誘
致
に
よ
る

雇
用
促
進
、
定
住
促
進
な
ど
い
く
つ
か

あ
る
。

໰
少
し
前
ま
で
は
農
家
の
問
題
で
あ

っ
た
イ
ノ
シ
シ
被
害
で
あ
る
が
、
い
ま

や
地
区
、
そ
し
て
町
の
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
地
域
に
お
い
て
は

補
助
金
を
活
用
し
、
電
柵
、
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
柵
が
設
置
し
て
あ
る
が
、
駆
除
、

捕
獲
の
考
え
方
か
ら
い
け
ば
ワ
ナ
等
が

あ
る
が
こ
れ
に
対
す
る
補
助
と
、
町
と

し
て
増
え
続
け
る
被
害
の
減
少
と
防
止

対
策
は
。

౴
（
町
長
）
ワ
ナ
の
補
助
に
対
し
て
は
、

町
単
独
補
助
で
20
％
以
内
上
限
１
万
円

に
し
て
い
る
。

౴
（
農
林
振
興
課
長
）
町
に
お
い
て

捕
獲
計
画
を
作
成
、
猟
友
会
、
有
害
鳥

獣
駆
除
隊
、
わ
な
の
会
に
委
託
、
年
間

捕
獲
頭
数
を
３
６
０
頭
と
設
定
し
活
動

し
て
い
る
。

໰
ス
ポ
ー
ツ
、
運
動
を
推
進
す
る
こ

と
で
医
療
費
の
削
減
、
健
康
増
進
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
考
え
は
な

い
か
。

౴
（
町
長
）
お
茶
の
間
筋
ト
レ
で
は

結
果
が
出
て
お
り
、
介
護
予
防
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
幼
少
年
期
か
ら
の
運
動

に
つ
い
て
は
、
指
導
者
の
育
成
、
し
っ

か
り
し
た
組
織
体
制
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ

振
興
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
い
う
ふ
う

に
考
え
る
。

໰
福
原
町
政
最
大
の
懸
案
事
項
で
あ

る
菊
水
小
学
校
開
校
が
、
町
長
在
任
中

達
成
で
き
て
い
な
い
現
実
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

౴
（
町
長
）
断
腸
の
思
い
で
あ
る
。

私
の
提
案
の
未
熟
さ
も
あ
り
、
着
工
に

至
ら
ず
深
く
反
省
し
て
い
る
。

໰
こ
れ
ま
で
待
た
さ
れ
続
け
て
き
た

児
童
・
生
徒
や
保
護
者
・
町
民
に
対
し

て
、
政
策
立
案
者
と
し
て
の
締
め
く
く

り
を
問
う
。

౴
（
町
長
）
こ
れ
ま
で
待
っ
て
く
れ

た
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
や
保
護
者
・

町
民
に
対
し
て
衷
心
よ
り
お
詫
び
を
申

し
上
げ
る
。

　

現
在
、
平
成
32
年
４
月
の
開
校
に
向

け
て
進
め
て
い
る
が
、
実
施
計
画
が
固

ま
り
次
第
、
説
明
・
報
告
を
し
た
い
。

໰
元
気
臨
時
交
付
金
１
億
��
万
円
全

額
返
還
が
財
政
運
営
に
及
ぼ
す
影
響
は
。

౴
（
町
長
）
返
還
金
は
、
す
べ
て
一

般
財
源
か
ら
支
出
す
る
こ
と
に
な
り
、

基
金
を
取
り
崩
し
て
充
て
る
予
定
だ
。

財
政
運
営
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

໰
大
規
模
耐
震
改
修
計
画
事
業
に
要

す
る
全
体
の
積
算
額
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

౴
（
学
校
統
合
推
進
室
長
）
総
額
で

19
億
５
千
７
０
０
万
円
の
試
算
を
し
て

い
る
。

໰
菊
水
小
学
校
開
校
ま
で
の
工
程
を

明
確
に
示
し
て
も
ら
い
た
い
。

౴
（
学
校
統
合
推
進
室
長
）
敷
地
造

成
・
校
舎
増
設
・
既
存
校
舎
改
修
・
プ

ー
ル
改
築
な
ど
を
平
成
30
年
７
月
に
発

注
し
、
順
次
工
事
を
完
成
さ
せ
な
が
ら
、

平
成
31
年
12
月
に
す
べ
て
の
工
事
を
終

え
た
い
。
な
お
、
付
帯
工
事
や
学
校
の

引
っ
越
し
な
ど
の
作
業
を
平
成
32
年
２

月
ま
で
に
完
了
し
、
４
月
開
校
を
目
指

し
て
い
る
。

໰
過
去
約
４
年
間
、
学
校
統
合
問
題

に
関
わ
っ
て
き
た
町
長
の
今
の
率
直
な

気
持
ち
を
聞
き
た
い
。

౴
（
町
長
）
毎
日
が
焦
る
ば
か
り
で
、

非
常
に
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
た
。
た

だ
し
、
め
ど
が
つ
い
た
の
で
、
少
し
は

気
が
楽
に
な
っ
た
。
行
政
と
い
う
も
の

は
周
り
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ

る
と
い
う
の
を
知
っ
た
。

໰
菊
水
区
域
学
校
統
合
事
業
は
開
校

が
平
成
��
年
４
月
に
計
画
変
更
さ
れ
た

が
、
今
後
の
対
応
は
。

౴
（
学
校
統
合
推
進
室
長
）
中
央
小

は
予
算
、
法
的
措
置
完
了
次
第
、
敷
地

造
成
、
校
舎
造
築
、
既
存
校
舎
改
修
、

プ
ー
ル
改
修
新
築
を
30
年
７
月
発
注
、

工
事
完
成
が
31
年
12
月
を
予
定
、
外
構

附
帯
工
事
等
を
32
年
２
月
完
了
、
４
月

の
開
校
を
考
え
て
い
る
。
中
学
校
は
30

年
７
月
入
札
し
31
年
12
月
完
成
を
目
指

す
。
プ
ー
ル
は
31
年
３
月
完
成
を
予
定
。

໰
工
事
は
授
業
と
並
行
し
て
実
施
、

騒
音
対
策
上
夏
季
休
暇
中
利
用
で
対
応

す
る
と
の
事
で
あ
る
が
子
ど
も
た
ち
の

安
全
、
安
心
は
確
保
出
来
る
の
か
。

౴
（
教
育
長
）
長
い
工
事
期
間
で
あ

る
が
、
工
法
等
も
騒
音
、
振
動
等
は
工

夫
さ
れ
て
い
る
。
安
全
、
安
心
は
確
保

し
て
進
め
る
。

໰
教
育
委
員
会
と
し
て
、
工
事
と
授

業
を
並
行
し
て
工
事
で
了
承
し
て
い
る

の
か
。

౴
（
教
育
長
）
校
長
会
、
P
T
A

役
員
は
説
明
し
た
が
、
す
べ
て
の
保
護

者
説
明
ま
で
至
っ
て
い
な
い
。

໰
町
長
は
ど
の
様
な
考
え
か
。

౴
（
町
長
）
保
護
者
全
体
へ
の
説
明

は
済
ん
で
い
な
い
。
事
業
計
画
等
準
備

し
て
説
明
し
た
い
。

໰
共
同
調
理
場
は
食
の
安
全
、
安
心

確
保
か
ら
湿
式
を
乾
式
に
変
更
が
必
要

で
な
か
っ
た
か
。
住
民
投
票
の
資
料
も

中
央
小
併
設
計
画
と
今
回
の
計
画
は
整

合
性
が
な
い
。
全
体
計
画
の
中
で
示
す

べ
き
で
は
。

౴
（
町
長
）
ス
ペ
ー
ス
確
保
が
定
ま

ら
な
い
状
況
で
あ
る
。
早
急
に
事
業
計

画
を
練
っ
て
い
き
た
い
。

໰
ス
ペ
ー
ス
確
保
は
全
体
計
画
の
中

で
位
置
づ
け
し
て
お
く
の
が
基
本
で
な

い
か
。

౴
（
町
長
）
共
同
調
理
場
を
統
合
事

業
か
ら
外
し
た
訳
で
は
な
い
。
継
続
事

業
で
対
応
し
た
い
。
理
解
を
頂
き
た
い
。

໰
町
長
の
政
治
姿
勢
、
こ
れ
ま
で
の

思
い
は
。

౴
（
町
長
）
町
民
の
皆
様
と
約
束
を

し
て
き
た
事
に
対
し
て
、
実
現
で
き
な

か
っ
た
事
が
残
念
に
思
う
。
今
後
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
、
雇
用
の
創
出
、
人
口

流
出
の
抑
制
、
結
婚
・
出
産
・
育
児
の

希
望
を
叶
え
る
、
安
心
な
暮
ら
し
を
守

る
事
を
基
本
と
し
て
施
策
を
展
開
し
た

い
と
思
う
。
今
後
の
和
水
町
の
生
き
る

道
と
し
て
は
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
、
農
業
を
中
心
と
し
た
産
業
・
企

業
誘
致
・
観
光
業
・
交
流
人
口
の
増
加

を
図
り
、
賑
わ
い
の
あ
る
町
づ
く
り
を

作
り
上
げ
る
事
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

໰
中
央
小
学
校
増
改
築
に
よ
る
菊
水

地
域
小
学
校
統
合
が
計
画
さ
れ
て
い
る

が
、
進
捗
状
況
は
。

౴
（
町
長
）
校
舎
の
増
改
修
工
事
に

関
わ
る
敷
地
造
成
・
不
足
す
る
校
舎
を

補
う
為
の
増
築
・
既
存
校
舎
の
改
修
・

プ
ー
ル
改
築
・
四
つ
の
設
計
業
務
を
発

注
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
業
務
と
り
ま

と
め
て
、
一
つ
の
改
修
計
画
と
す
る
。

現
在
、
工
事
費
の
算
定
等
合
わ
せ
な
が

ら
、
発
注
計
画
を
想
定
し
、
最
終
調
整

を
し
て
い
る
。

໰
お
で
か
け
交
通
「
あ
い
の
り
く
ん
」

が
��
月
２
日
に
運
行
開
始
さ
れ
た
が
、

利
用
者
、
登
録
状
況
は
。

౴
（
町
長
）
交
通
空
白
地
に
居
住
さ

れ
て
い
る
交
通
弱
者
等
の
移
動
手
段
を

確
保
し
、
町
内
の
各
拠
点
へ
の
お
出
か

け
機
会
を
創
出
し
、
高
齢
者
の
お
で
か

け
の
機
会
の
増
加
に
つ
な
が
る
よ
う
利

用
促
進
を
図
る
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）
登
録

状
況
は
、
現
在
菊
水
地
区
が
２
８
４
名

三
加
和
地
区
が
１
１
４
名
合
計
３
９
８

名
の
登
録
。
利
用
登
録
者
の
90
％
が
65

歳
以
上
の
登
録
者
と
成
っ
て
い
る
。
利

用
す
る
に
は
、
利
用
登
録
が
必
要
で
、

町
内
に
居
住
で
年
齢
制
限
な
く
登
録
で

き
る
。
今
後
利
用
者
が
増
え
る
よ
う
に

利
用
登
録
の
促
進
に
取
り
組
む
。
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ふ
る
さ
と
納
税
で

地
域
活
性
化
と

町
財
政
力
強
化
を
！

政
策
立
案
者
と
し
て
の

締
め
く
く
り
を
！

菊
水
区
域

学
校
統
合
校
開
校
は

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は

∁㐲ɹହ㜯議һ
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町
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
輝
か
し
い
新
春

を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
議
会
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
4
月
を
も
っ
て
任
期
が
満
了
と
な
り
ま
す
が
、

今
後
も
、
厳
し
い
政
治
経
済
状
況
を
踏
ま
え
、
執
行
機
関

と
切
礎
琢
磨
し
な
が
ら
、
町
づ
く
り
の
主
役
は
町
民
の

皆
様
で
あ
る
こ
と
を
第
一
に
、
安
全
で
安
心
な
住
み
よ

い
明
る
い
町
の
未
来
に
向
け
、
町
民
の
皆
様
と
一
緒
に
、

力
一
杯
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

終
り
に
、
町
民
の
皆
様
方
の
今
年
一
年
の
ご
健
勝
と

ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

和
水
町
議
会
議
長　

杉
本　

和
彰

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
健
や
か
な
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
議
会
に
対
し
て
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
も
豪
雨
災
害
が
各
地
で
発
生
し

ま
し
た
が
、
和
水
町
は
災
害
も
な
く
平
穏
に
暮
ら
す
事

が
で
き
幸
い
で
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
N
H
K
大
河
ド

ラ
マ
に
金
栗
四
三
翁
の
採
択
等
和
水
町
紹
介
と
合
わ
せ

町
づ
く
り
に
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
議
会
と
し
て
町
執

行
部
と
一
体
と
な
り
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
議
会
に

対
し
町
民
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
指
導
賜

り
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

和
水
町
議
会
副
議
長　

髙
巢　

泰
葊

　

金
栗
先
生
は
、
今
か
ら
35
年
前

の
昭
和
58
年
11
月
13
日
、
92
才
で

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
生
前
入
院

さ
れ
て
い
た
熊
本
市
地
域
医
療
セ

ン
タ
ー
へ
何
度
か
お
見
舞
い
に
行

っ
て
い
た
頃
、
今
も
忘
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
が
、
私
の
手
を
し

っ
か
り
と
握
ら
れ
『
マ
ラ
ソ
ン
の

普
及
に
力
を
入
れ
て
も
ら
い
た

い
！
』
と
の
言
葉
を
か
け
て
も
ら

っ
た
こ
と
を
今
も
鮮
明
に
覚
え
て

い
ま
す
。
当
時
、
教
育
委
員
会
で

社
会
教
育
行
政
を
担
当
し
て
い
た

関
係
で
、
翌
年
59
年
の
合
併
30
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
『
第

1
回
金
栗
四
三
翁
マ
ラ
ソ
ン
大

会
』
を
企
画
し
、
先
生
の
功
績
と

遺
徳
を
偲
ぶ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
、
昨
年
で

す
で
に
第
34
回
大
会
ま
で
成
長
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
金
栗
先
生
が
箱
根
駅
伝

を
創
設
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
で
94

回
大
会
を
迎
え
ま
し
た
が
、
和
水

町
で
は
、
合
併
前
の
平
成
15
年
に
、

旧
三
加
和
町
か
ら
主
催
者
の
関
東

学
生
連
盟
に
働
き
か
け
、
箱
根
駅

伝
の
最
優
秀
選
手
に
『
金
栗
四
三

杯
』
を
贈
呈
す
る
こ
と
と
な
り
、

今
日
ま
で
15
年
間
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
『
金
栗
四
三
杯
』
は
、

1
9
1
1
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
国
内

予
選
会
で
世
界
新
記
録
で
優
勝
し

た
時
の
優
勝
杯（
銀
杯
）を
原
寸
サ

イ
ズ
で
複
製
し
た
も
の
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
金
栗
四
三
先
生
の
遺

志
が
永
遠
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ

て
い
く
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
4

回
シ
リ
ー
ズ
編
の
最
終
稿
と
致
し

ま
す
。

文
責
…
小
山　

曉

走
り
続
け
た
92
年
！

日
本
マ
ラ
ソ
ン
の
父『
金
栗
四
三
』

総務文教常任委員会厚生常任委員会建設経済常任委員会

＝　

生
涯
を
マ
ラ
ソ
ン
の
発
展
に
捧
げ
た
金
栗
四
三　

＝

シ
リ
ー
ズ
編
・［
そ
の
４
］
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迎春
2018

年頭の挨拶

　

平
成
30
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
所
管
で

あ
る
ふ
れ
あ
い
会
館
に
関
す
る
件
は
、
9
月

か
ら
特
別
委
員
会
を
設
置
し
調
査
を
行
い
ま

し
た
が
、
感
じ
た
こ
と
は
、
工
事
に
関
わ
っ

て
き
た
関
係
者
の
仕
事
に
対
す
る
真
剣
さ
の

欠
如
と
業
者
任
せ
の
部
分
が
露
呈
し
た
も
の

で
あ
り
、
基
本
を
忠
実
に
履
行
さ
れ
て
い
れ

ば
こ
の
問
題
は
起
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

執
行
部
は
町
の
事
業
の
要
と
な
る
所
で
あ
り

ま
す
。
委
員
会
と
し
て
も
残
る
期
間
を
し
っ

か
り
と
全
う
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

総
務
文
教
常
任
委
員
長

　

荒
木　

拓
馬

　

家
族
お
揃
い
で
の
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

厚
生
常
任
委
員
会
は
、
妊
婦
の
方
か
ら
高

齢
者
の
方
々
の
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
最
も

重
要
な
住
民
福
祉
を
担
っ
て
お
り
、
特
に
和

水
町
に
お
い
て
は
、
病
院
・
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
・
保
育
園
と
他
の
自
治
体
よ
り
も
よ

り
充
実
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
町
民
目
線
に
立
っ
た
二

元
代
表
制
の
議
員
と
し
て
の
役
割
を
し
っ
か

り
果
た
す
事
を
お
誓
い
を
し
年
頭
の
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

�

厚
生
常
任
委
員
長

　

蒲
池　

恭
一

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

町
民
各
位
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

近
年
自
然
災
害
が
猛
威
を
ふ
る
う
中
、
天

災
地
変
を
忘
れ
ず
、
地
域
住
民
の
皆
様
に

安
心
安
全
な
環
境
整
備
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
委

員
会
に
付
託
さ
れ
ま
す
事
業
に
、
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
本
年

も
町
民
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
指
導
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

�

建
設
経
済
常
任
委
員
長

　

豊
後　

力
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